
争
（
総
合
評
価
方
式
）
を
採

争
（
総
合
評
価
方
式
）
を
採
用

し
、
お
お
む

し
、
お
お
む
ね
　
年
３
月
頃
月
頃

2525

に
入
札
を
行
う
予
定
で
い
る

に
入
札
を
行
う
予
定
で
い
る
。

　
３
件
の
予
定
工
事
は
次

件
の
予
定
工
事
は
次
の

通
り
通
り
。

▽
工
事
名
（
場
所
）
＝

　
▽
工
事
名
（
場
所
）
＝
①

種
別
②
工
期
（
カ
月
）
③

種
別
②
工
期
（
カ
月
）
③
概

要
④
工
事
発
注
規
模
⑤
主

要
④
工
事
発
注
規
模
⑤
主
要

建
設
資
材
の
需
要
見
込

建
設
資
材
の
需
要
見
込
量

（
　
月
　
日
現
在
）
を
ま
と

日
現
在
）
を
ま
と
め

1212

1313

た
。
公
表
件
数
は
計

た
。
公
表
件
数
は
計
３
件
。
件
。
補

正
予
算
の
成
立
を
条
件
と

正
予
算
の
成
立
を
条
件
と
す

る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
一
般

る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
一
般
競

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
広

島
森
林
管
理
署
は
、

島
森
林
管
理
署
は
、
２
０
２
０
２

４
年
度
の
発
注
予
定
工

年
度
の
発
注
予
定
工
事

補
正
予
算
で
3
件
計
画

広島森林
管 理 署

ɹ
年
度
発
注
予
定
工
事

24

基
と
山
腹
工
（

基
と
山
腹
工
（
０
・
２

）
で

　
）
で
、

haha

主
要
建
設
資
材
の
需
要
見

主
要
建
設
資
材
の
需
要
見
込

量
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

量
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
３
８

８
弱
、
木
製
枠

、
木
製
枠
１
０
０

１
０
０
ｍ
、

か
ご
か
ご
枠
　
ｍ
。
ｍ
。

1414

一
般
競
争
（
総
合
評
価

　
一
般
競
争
（
総
合
評
価
方

式
）
に
よ
っ
て
来
年

式
）
に
よ
っ
て
来
年
２
月
頃

に
入
札
を
行
う
予
定
で
、

に
入
札
を
行
う
予
定
で
、
工

事
発
注
規
模
は

事
発
注
規
模
は
４
０
０
０

４
０
０
０
万

円
以
上

円
以
上
１
億
円
未
満
と
し

億
円
未
満
と
し
て

い
る
い
る
。

工
事
」
の

工
事
」
の
１
件
。
補
正
予
算

件
。
補
正
予
算
の

成
立
を
条
件
と
し
て
い
る

成
立
を
条
件
と
し
て
い
る
。

同
工
事
の
施
工
場
所
は

　
同
工
事
の
施
工
場
所
は
安

芸
高
田
市
吉
田
町
。
種
別

芸
高
田
市
吉
田
町
。
種
別
は

治
山
と
な
り
、
工
期

治
山
と
な
り
、
工
期
は
　
カ
1111

月
と
る
。
概
要
は
谷
止
工

月
と
る
。
概
要
は
谷
止
工
１

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
広

島
北
部
森
林
管
理
署
は
、

島
北
部
森
林
管
理
署
は
、
２

０
２
４

０
２
４
年
度
の
工
事
発
注

年
度
の
工
事
発
注
見

通
し
を
ま
と
め
た

通
し
を
ま
と
め
た
（
　
月
　

1212

1313

日
現
在
）
。
公
表
さ
れ
た
の

日
現
在
）
。
公
表
さ
れ
た
の
は

「
犬
岩
山
（
Ａ
渓
流
）
外
治

「
犬
岩
山
（
Ａ
渓
流
）
外
治
山

犬
岩
山
治
山
の
1
件
予
定

広 島 北 部
森林管理署

ɹ
年
度
工
事
発
注
見
通
し

24

室
の
新
設
及
び
撤
去
を
行

室
の
新
設
及
び
撤
去
を
行
う

も
の
で
、
建
築
工
事
を
は

も
の
で
、
建
築
工
事
を
は
じ

め
、
機
械
設
備
工
事
や
電

め
、
機
械
設
備
工
事
や
電
気

設
備
工
事
も
一
括
で
施
工

設
備
工
事
も
一
括
で
施
工
す

る
。
工
期

る
。
工
期
は
　
年
４
月
　
日

2525

3030

ま
で
ま
で
。

参
加
資
格
は
、
同
局

　
参
加
資
格
は
、
同
局
の

「
建
築
一
式
工
事
」
で
Ｃ

「
建
築
一
式
工
事
」
で
Ｃ
ま

た
は
Ｄ
の
資
格
等
級
に
格

た
は
Ｄ
の
資
格
等
級
に
格
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
―
な
ど

さ
れ
て
い
る
こ
と
―
な
ど
。

同
　
日
に
行
う
。
問
い
合

日
に
行
う
。
問
い
合
わ

2020
せ
先
は
岡
山
工
場
総
務
部

せ
先
は
岡
山
工
場
総
務
部
会

計
課
計
課
。

工
事
場
所
は
岡
山
市
東

　
工
事
場
所
は
岡
山
市
東
区

西
大
寺
上

西
大
寺
上
３
―
４
―
　
。
第
。
第

7070

１
３
７

１
３
７
号
家
脱
衣
室
・
洗

号
家
脱
衣
室
・
洗
身

国
立
印
刷
局

　
国
立
印
刷
局
は
　
日
、
一

日
、
一

1616

般
競
争
入
札
で
「
第

般
競
争
入
札
で
「
第
１
３
１
３
７

号
家
脱
衣
室
そ
の
他
改
修

号
家
脱
衣
室
そ
の
他
改
修
工

事
」
を
公
告
し
た
。
参
加

事
」
を
公
告
し
た
。
参
加
申

込
み
は

込
み
は
２
０
２
５

２
０
２
５
年
１
月
７

日
ま
で
受
け
付
け
、
開
札

日
ま
で
受
け
付
け
、
開
札
は

参
加
申
込
1
月
7
日
ま
で

国立印刷局

第
ɹ
号
家
脱
衣
室
改
修

137

町
、　

年
度
年
度
、
９
４
９
４
、
５
０

2525

０
）
▽
港
湾
整
備
事
業
（

）
▽
港
湾
整
備
事
業
（
宇

部
港
部
港
、　

年
度
、

年
度
、
１
８
１

１
８
１
、

2525

０
０
０

０
０
０
）
▽
木
屋
川
工
業

）
▽
木
屋
川
工
業
用

水
道
改
良
事
業
（
計
装
設

水
道
改
良
事
業
（
計
装
設
備

工
事
工
事
、　

～
　
年
度
年
度
、
８
５
８
５
、

2424

2626

０
０
０

０
０
０
）
▽
堰
堤
改
良
事

）
▽
堰
堤
改
良
事
業

（
一
の
坂
ダ
ム
ほ
か

（
一
の
坂
ダ
ム
ほ
か
２
カ
所
カ
所
、

　
～
　
年
度
、

年
度
、
５
７
１

５
７
１
、
０

2424

2626

０
０
０
０
）

建
設
関
係
分
の
主
な
補

　
建
設
関
係
分
の
主
な
補
正

は
次
の
通

は
次
の
通
り
（
単
位

（
単
位
1
0
0

1
0
0

0
円
）
。

【
農
林
水
産
業
費
】
農

　
【
農
林
水
産
業
費
】
農
地

費
（
経
営
体
育
成
基
盤

費
（
経
営
体
育
成
基
盤
整

備
、
県
営
老
朽
た
め
池

備
、
県
営
老
朽
た
め
池
整

備
、
基
幹
農
道
整
備
ほ
か

備
、
基
幹
農
道
整
備
ほ
か
）

５
、
１
６
４

１
６
４
、
４
１
４

４
１
４
▽
林

業
費
（
一
般
治
山
、
造
林

業
費
（
一
般
治
山
、
造
林
、

ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備

ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
ほ

か
）
か
）
４
８
４

４
８
４
、
９
６
０

９
６
０
▽
水

産
業
費
（
漁
港
漁
場
機
能

産
業
費
（
漁
港
漁
場
機
能
高

度
化
、
漁
港
海
岸
保
全
施

度
化
、
漁
港
海
岸
保
全
施
設

整
備
ほ
か
）

整
備
ほ
か
）
９
３
３

９
３
３
、
６
９

５
【
土
木
費
】
道
路
橋
り

　
【
土
木
費
】
道
路
橋
り
ょ

所
、　

年
度
年
度
、
４
２
４
２
、
０
０

2525

０
）
▽
周
防
高
潮
対
策
事

）
▽
周
防
高
潮
対
策
事
業

（
江
頭
川
ほ
か

（
江
頭
川
ほ
か
１
カ
所
カ
所
、　
2525

年
度
、

年
度
、
１
０
５

１
０
５
、
０
０
０

０
０
０
）

▽
単
独
河
川
改
修
事
業
（

▽
単
独
河
川
改
修
事
業
（
粟

野
川
ほ
か

野
川
ほ
か
１
カ
所
カ
所
、　

年
2525

度
、
度
、
７
、
５
０
０

５
０
０
）
▽
高

）
▽
高
潮

対
策
事
業
（
麻
郷
海
岸

対
策
事
業
（
麻
郷
海
岸
、　
2525

年
度
年
度
、
４
２
４
２
、
０
０
０

０
０
０
）
▽

侵
食
対
策
事
業
（
松
谷

侵
食
対
策
事
業
（
松
谷
海

岸
、　

年
度
年
度
、
６
３
６
３
、
０
０

2525

０
）
▽
自
然
災
害
防
止
事

）
▽
自
然
災
害
防
止
事
業

（
大
浜
海
岸

（
大
浜
海
岸
、　

年
度
、

年
度
、
５
、

2525

０
０
０

０
０
０
）
▽
通
常
砂
防
事

）
▽
通
常
砂
防
事
業

（
自
由
ヶ
丘
東
川
ほ

（
自
由
ヶ
丘
東
川
ほ
か
　
カ
1212

所
、　

年
度
、

年
度
、
２
８
４

２
８
４
、
５

2525

５
０
５
０
）
▽
地
す
べ
り
対
策

）
▽
地
す
べ
り
対
策
事

業
（
中
浦
下
庄
地
区
ほ
か

業
（
中
浦
下
庄
地
区
ほ
か
１

カ
所
カ
所
、　

年
度
年
度
、
６
０
６
０
、
０

2525

０
０
０
０
）
▽
急
傾
斜
地
崩
壊

）
▽
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
（
平
地
区
ほ
か

策
事
業
（
平
地
区
ほ
か
２
カ

所
、　

年
度
、

年
度
、
１
１
５

１
１
５
、
５

2525

０
０
０
０
）
▽
港
湾
改
修
事

）
▽
港
湾
改
修
事
業

（
宇
部
港

（
宇
部
港
、　

年
度
、

年
度
、
４
２
４
２
、

2525

０
０
０

０
０
０
）
▽
港
湾
既
存
施

）
▽
港
湾
既
存
施
設

有
効
活
用
促
進
事
業
（
宇

有
効
活
用
促
進
事
業
（
宇
部

港
ほ
か

港
ほ
か
１
カ
所
カ
所
、　

年
度
、

年
度
、

2525

４
２
、
０
０
０

０
０
０
）
▽
港
湾

）
▽
港
湾
環

境
整
備
事
業
（
三
田
尻
中

境
整
備
事
業
（
三
田
尻
中
関

港
、　

年
度
年
度
、
５
２
５
２
、
５
０

2525

０
）
▽
海
岸
防
災
事
業
（

）
▽
海
岸
防
災
事
業
（
小

野
田
港

野
田
港
、　

年
度
、

年
度
、
４
２
４
２
、

2525

０
０
０

０
０
０
）
▽
過
疎
地
域
下

）
▽
過
疎
地
域
下
水

道
代
行
事
業
（
周
防
大

道
代
行
事
業
（
周
防
大
島

カ
所
カ
所
、　

年
度
年
度
、
８
４
８
４
、
０

2525

０
０
０
０
）
▽
道
路
災
害
防
除

）
▽
道
路
災
害
防
除
事

業
（
国
道

業
（
国
道
１
９
１

１
９
１
号
ほ
か

号
ほ
か
８

カ
所
カ
所
、　

年
度
、

年
度
、
６
７
２

６
７
２
、

2525

０
０
０

０
０
０
）
▽
単
独
道
路
舗

）
▽
単
独
道
路
舗
装

事
業
（
県
道
山
口
宇
部
線

事
業
（
県
道
山
口
宇
部
線
ほ

か
２
カ
所
カ
所
、　

年
度
、

年
度
、
６
０
６
０
、

2525

０
０
０

０
０
０
）
▽
単
独
道
路
災

）
▽
単
独
道
路
災
害

防
除
事
業
（
国
道

防
除
事
業
（
国
道
４
３
４
３
５

号
、　

年
度
年
度
、
１
０
１
０
、
０
０

2525

０
）
▽
単
独
路
側
整
備
事

）
▽
単
独
路
側
整
備
事
業

（
県
道
山
口
宇
部
線
ほ
か

（
県
道
山
口
宇
部
線
ほ
か
２

カ
所
カ
所
、　

年
度
年
度
、
６
４
６
４
、
０

2525

０
０
０
０
）
▽
道
路
改
良
事

）
▽
道
路
改
良
事
業

（
国
道

（
国
道
４
９
０

４
９
０
号
ほ
か

号
ほ
か
１
カ

所
、　

年
度
、

年
度
、
１
１
５

１
１
５
、
５

2525

０
０
０
０
）
▽
単
独
道
路
改
良

）
▽
単
独
道
路
改
良
事

業
（
県
道
柳
井
上
関
線
ほ

業
（
県
道
柳
井
上
関
線
ほ
か

　
カ
所
カ
所
、　

年
度
、

年
度
、
４
６
８

４
６
８
、

1010

2525

０
０
０

０
０
０
）
▽
橋
り
ょ
う
補

）
▽
橋
り
ょ
う
補
修

事
業
（
国
道

事
業
（
国
道
１
９
１

１
９
１
号
ほ
号
ほ
か

６
カ
所
カ
所
、　

年
度
、

年
度
、
３
５
２

３
５
２
、

2525

８
０
０

８
０
０
）
▽
広
域
河
川
改

）
▽
広
域
河
川
改
修

事
業
（
島
田
川
ほ
か

事
業
（
島
田
川
ほ
か
３
カ

ス
・
高
須
組
Ｊ
Ｖ
、
契
約

ス
・
高
須
組
Ｊ
Ｖ
、
契
約
金

額
４
億
９
１
２
６

９
１
２
６
万
円
）

万
円
）
に

係
る
工
事
請
負
契
約
締
結

係
る
工
事
請
負
契
約
締
結
の

ほ
か
ほ
か
、　

事
業
に
係
る
債

事
業
に
係
る
債
務

3434

負
担
行
為
の
追
加
設
定
な

負
担
行
為
の
追
加
設
定
な
ど

も
決
定
し
た

も
決
定
し
た
。

建
設
関
係
分
の
債
務
負

　
建
設
関
係
分
の
債
務
負
担

行
為
は
次
の
通
り
（
件
名

行
為
は
次
の
通
り
（
件
名
＝

期
間
、
限
度
額

期
間
、
限
度
額
、
単
位
単
位
1
0
1
0

0
0
円
）
。

交
通
安
全
施
設
整
備
事

　
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

（
県
道
下
関
美
祢
線

（
県
道
下
関
美
祢
線
、　

年
2525

度
、
２
６
、
２
５
０

２
５
０
）
▽
）
▽
単

独
交
通
安
全
施
設
整
備
事

独
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

（
県
道
粟
野
二
見
線
ほ
か

（
県
道
粟
野
二
見
線
ほ
か
１

カ
所
カ
所
、　

年
度
年
度
、
２
６
２
６
、
０

2525

０
０
０
０
）
▽
舗
装
補
修
事

）
▽
舗
装
補
修
事
業

（
県
道
岩
国
大
竹
線
ほ
か

（
県
道
岩
国
大
竹
線
ほ
か
３

１
万
９
０
０
０

９
０
０
０
円
、
中
小

円
、
中
小
企

業
等
へ
の
支
援
〈
特
別
高

業
等
へ
の
支
援
〈
特
別
高
圧

の
電
気
料
金
の
一
部
を

の
電
気
料
金
の
一
部
を
支

援
〉
援
〉
３
億
９
９
０
６

９
９
０
６
万
４
０

０
０
０
０
円
）
、
国
民
の
安
心

円
）
、
国
民
の
安
心
・

安
全
の
確
保
に

安
全
の
確
保
に
１
８
３

１
８
３
億
５

７
１
１

７
１
１
万
１
０
０
０

１
０
０
０
円
（
円
（
公

共
事
業
＝
農
地
防
災
、

共
事
業
＝
農
地
防
災
、
河

川
、
砂
防
な
ど
）
、
日
本

川
、
砂
防
な
ど
）
、
日
本
経

済
・
地
方
経
済
の
成
長

済
・
地
方
経
済
の
成
長
に
　4545

億
９
２
０
１

９
２
０
１
万
７
０
０
０

７
０
０
０
円

（
公
共
事
業
＝
土
地
改
良

（
公
共
事
業
＝
土
地
改
良
、

道
路
、
港
湾
な
ど
）

道
路
、
港
湾
な
ど
）
。

　
ま
た
、
先
頃

ま
た
、
先
頃
、
一
般
競
争

一
般
競
争

入
札
で
施
工
業
者
が
決
ま

入
札
で
施
工
業
者
が
決
ま
っ

た
県
道
岩
国
玖
珂
線

た
県
道
岩
国
玖
珂
線
５
号
橋

（
仮
称
）
橋
梁
整
備
工
事
（

（
仮
称
）
橋
梁
整
備
工
事
（
上

部

工
）
（
富

士

ピ

ー
・

富

士

ピ

ー
・
エ

山
口
県
は
、

　
山
口
県
は
、
２
０
２
４

２
０
２
４
年

度
　
月
定
例
県
議
会
に
一

月
定
例
県
議
会
に
一
般

1111
会
計
会
計
２
４
１

２
４
１
億
２
２
１
１

２
２
１
１
万

１
０
０
０

１
０
０
０
円
を
追
加
す
る

円
を
追
加
す
る
補

正
予
算
案
（
追
加
上
程
）

正
予
算
案
（
追
加
上
程
）
な

ど
　
議
案
を
提
出
し
、
県

議
案
を
提
出
し
、
県
議

2727
会
は
　
日
の
議
会
最
終
日

日
の
議
会
最
終
日
に

1313

こ
れ
を
承
認
し
た
。
こ
れ

こ
れ
を
承
認
し
た
。
こ
れ
で

　
年
度
一
般
会
計
の
総
額

年
度
一
般
会
計
の
総
額
は

2424７
７
２
７

７
７
２
７
億
９
１
６
３

９
１
６
３
万
５

０
０
０

０
０
０
円
と
な
っ
た

円
と
な
っ
た
。

補
正
は
、
経
済
対
策
関

　
補
正
は
、
経
済
対
策
関
連

事
業
に
充
て
ら
れ
る
。
そ

事
業
に
充
て
ら
れ
る
。
そ
の

内
訳
は
、
物
価
高
の
克
服

内
訳
は
、
物
価
高
の
克
服
に

　
億
７
２
９
８

７
２
９
８
万
３
０
０

３
０
０
０

1111円
（
生
活
者
へ
の
支
援
〈

円
（
生
活
者
へ
の
支
援
〈
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
料
金
上
昇
の
負
担

Ｐ
ガ
ス
料
金
上
昇
の
負
担
軽

減
へ
の
支
援
〉

減
へ
の
支
援
〉
７
億
７
３
７
３
９

山 口 県
11月補正

農
地
防
災
、砂
防
等
に
㮇
億
円

118833183

一
般
会

一
般
会
計計
㮇
億
円
を
承

億
円
を
承
認認

241241

工
事
概
要
＝
中
国
自
動

　
工
事
概
要
＝
中
国
自
動
車

道
（
三
次
Ｉ
Ｃ
～
高
田
Ｉ

道
（
三
次
Ｉ
Ｃ
～
高
田
Ｉ
Ｃ

間
）
に
お
い
て
、
動
物
侵

間
）
に
お
い
て
、
動
物
侵
入

対
策
と
し
て
、
立
入
防
止

対
策
と
し
て
、
立
入
防
止
柵

の
改
良
等
を
行

の
改
良
等
を
行
う

工
事
概
算
数
量
＝
立
入

　
工
事
概
算
数
量
＝
立
入
防

止
柵
（
新
設
）
約

止
柵
（
新
設
）
約
１
・
６
灼
、

立
入
防
止
柵
（
撤
去
）
約

立
入
防
止
柵
（
撤
去
）
約
１
・

８
灼
、
立
入
防
止
柵
（
改

、
立
入
防
止
柵
（
改
良：

下
部
閉
塞
）
約

下
部
閉
塞
）
約
０
・
５
灼

工
期
＝

　
工
期
＝
３
９
０

３
９
０
日
間

ち
「
道
路
付
属
物
工
事
」

ち
「
道
路
付
属
物
工
事
」
の

資
格
を
有
す
る
者
。

年

資
格
を
有
す
る
者
。　

年
度

0909

以
降
に
元
請
も
し
く
は

以
降
に
元
請
も
し
く
は
１
次

下
請
と
し
て
完
成
・
引
き

下
請
と
し
て
完
成
・
引
き
渡

し
が
完
了
し
た
同
種
工

し
が
完
了
し
た
同
種
工
事

（
立
入
防
止
柵
ま
た
は
防

（
立
入
防
止
柵
ま
た
は
防
護

柵
を
新
設
ま
た
は
取
り
替

柵
を
新
設
ま
た
は
取
り
替
え

し
た
工
事
）
の
施
工
実
績

し
た
工
事
）
の
施
工
実
績
―

な
ど工

事
場
所
＝
広
島
県
三

　
工
事
場
所
＝
広
島
県
三
次

市
西
酒
屋
町
～
安
芸
高
田

市
西
酒
屋
町
～
安
芸
高
田
市

高
宮
高
宮
町

　
「
令
「
令
和
6
年
度
中
国
自

年
度
中
国
自
動

車
道
三
次
Ｉ
Ｃ
～
高
田
Ｉ

車
道
三
次
Ｉ
Ｃ
～
高
田
Ｉ
Ｃ

間
立
入
防
止
柵
改
良

間
立
入
防
止
柵
改
良
」

参
加
資
格
＝
「
西
日
本

　
参
加
資
格
＝
「
西
日
本
高

速
道
路
工
事
一
般
競
争
（

速
道
路
工
事
一
般
競
争
（
指

名
競
争
）
参
加
資
格
」
の

名
競
争
）
参
加
資
格
」
の
う

各
工
事
の
主
な
参
加
資

　
各
工
事
の
主
な
参
加
資
格

な
ど
は
次
の
通
り

な
ど
は
次
の
通
り
。

　
「
令
「
令
和
6
年
度
中
国
自

年
度
中
国
自
動

車
道
本
村
Ｐ
Ａ
他

車
道
本
村
Ｐ
Ａ
他
8
カ
所
道

カ
所
道

路
照
明
設
備
更
新

路
照
明
設
備
更
新
」

参
加
資
格
＝
「
西
日
本

　
参
加
資
格
＝
「
西
日
本
高

速
道
路
工
事
一
般
競
争
（

速
道
路
工
事
一
般
競
争
（
指

名
競
争
）
参
加
資
格
」
の

名
競
争
）
参
加
資
格
」
の
う

ち
「
電
気
工
事
」
の
資
格

ち
「
電
気
工
事
」
の
資
格
を

有
す
る
者
。

有
す
る
者
。
２
０
０
９

２
０
０
９
年
度

以
降
に
元
請
も
し
く
は

以
降
に
元
請
も
し
く
は
１
次

下
請
と
し
て
完
成
・
引
き

下
請
と
し
て
完
成
・
引
き
渡

し
が
完
了
し
た
同
種
工

し
が
完
了
し
た
同
種
工
事

（
道
路
照
明
設
備
と
し
て

（
道
路
照
明
設
備
と
し
て
照

明
灯
具
の
設
置
を
実
施
し

明
灯
具
の
設
置
を
実
施
し
た

工
事
）
の
施
工
実
績
―
な

工
事
）
の
施
工
実
績
―
な
ど

工
事
場
所
＝
岡
山
県
新

　
工
事
場
所
＝
岡
山
県
新
見

市
（
新
見
Ｉ
Ｃ
）
～
広
島

市
（
新
見
Ｉ
Ｃ
）
～
広
島
県

安
芸
高
田
市
（
高
田
Ｉ
Ｃ

安
芸
高
田
市
（
高
田
Ｉ
Ｃ
）

工
事
概
要
＝
中
国
自
動

　
工
事
概
要
＝
中
国
自
動
車

道
本
村
Ｐ
Ａ
他

道
本
村
Ｐ
Ａ
他
８
カ
所
の

カ
所
の
道

路
照
明
設
備
の
更
新
・
撤

路
照
明
設
備
の
更
新
・
撤
去

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
こ

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
に
伴
う
機
器
製
作
、
搬
入

ら
に
伴
う
機
器
製
作
、
搬
入
、

据
え
付
け
、
配
管
配
線
及

据
え
付
け
、
配
管
配
線
及
び

試
験
調
整
等
一
切
の
工
事

試
験
調
整
等
一
切
の
工
事
を

行
う工

期
＝

　
工
期
＝
７
２
０

７
２
０
日
間

西
日
本
高
速
道
路
中
国

　
西
日
本
高
速
道
路
中
国
支

社
三
次
高
速
道
路
事
務
所

社
三
次
高
速
道
路
事
務
所
は

　
日
、
条
件
付
一
般
競
争

日
、
条
件
付
一
般
競
争
入

1616札
で
実
施
す
る
「
令
和

札
で
実
施
す
る
「
令
和
６
年

度
中
国
自
動
車
道
本
村
Ｐ

度
中
国
自
動
車
道
本
村
Ｐ
Ａ

他
８
カ
所
道
路
照
明
設
備

カ
所
道
路
照
明
設
備
更

新
工
事
」
と
「
令
和

新
工
事
」
と
「
令
和
６
年
度

中
国
自
動
車
道
三
次
Ｉ
Ｃ

中
国
自
動
車
道
三
次
Ｉ
Ｃ
～

高
田
Ｉ
Ｃ
間
立
入
防
止
柵

高
田
Ｉ
Ｃ
間
立
入
防
止
柵
改

良
工
事
」（
指
名
併
用
型
）

良
工
事
」（
指
名
併
用
型
）
を

公
告
し
た
。

公
告
し
た
。
２
件
と
も
来

件
と
も
来
年

の
１
月
　
日
ま
で
申
請
書

日
ま
で
申
請
書
等

1515

を
受
け
付
け
る

を
受
け
付
け
る
。

　
２
件
の
う
ち
、「
道
路
照

件
の
う
ち
、「
道
路
照
明

設
備
更
新
工
事
」
は
総
合

設
備
更
新
工
事
」
は
総
合
評

価
落
札
方
式
（
施
工
実
績

価
落
札
方
式
（
施
工
実
績
評

価
型
）
、
協
議
合
意
方
式
、

価
型
）
、
協
議
合
意
方
式
、
入

札
前
価
格
見
積
方
式
を

札
前
価
格
見
積
方
式
を
適

用
。
入
札
書
提
出
期
間
は

用
。
入
札
書
提
出
期
間
は
２

月
　
日
か
ら

日
か
ら
３
月
　
日
ま
で

日
ま
で

2626

1818

で
、
で
、
３
月
　
日
に
開
札
す
る

日
に
開
札
す
る
。

2424

一
方
の
「
立
入
防
止
柵

　
一
方
の
「
立
入
防
止
柵
改

良
工
事
」
は
協
議
合
意
方
式

良
工
事
」
は
協
議
合
意
方
式
、

概
略
発
注
方
式
、
入
札
前

概
略
発
注
方
式
、
入
札
前
価

格
見
積
方
式
を
適
用
。
入

格
見
積
方
式
を
適
用
。
入
札

書
提
出
期
間
は

書
提
出
期
間
は
２
月
　
日
か
日
か

1919

ら
３
月
　
日
ま
で
で
、

日
ま
で
で
、
３
月

1010

　
日
に
開
札
す
る

日
に
開
札
す
る
。

1313

西日本高速
三次事務所

立
入
防
止
柵
改
良
と
照
明
設
備
更
新

11
月

日
ま
で
申
請
受

月
㮇
日
ま
で
申
請
受
付付

1515

０
釈
、
植
栽
維
持
工
一
式

、
植
栽
維
持
工
一
式
、

緊
急
補
修
工
一
式
、
除
雪

緊
急
補
修
工
一
式
、
除
雪
工

一
式工

期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2828

3131

参
加
資
格
＝
ほ
装
工
事

　
参
加
資
格
＝
ほ
装
工
事
業

の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
等
級

の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
等
級
。　

年
0909

４
月
１
日
以
降
に
完
成
・

日
以
降
に
完
成
・
引

渡
し
が
完
了
し
た
空
港
の

渡
し
が
完
了
し
た
空
港
の
制

限
区
域
内
に
お
け
る
空
港

限
区
域
内
に
お
け
る
空
港
施

工
約
工
約
１
２
７

１
２
７
万
釈
、
排
水
溝

、
排
水
溝

清
掃
工
約

清
掃
工
約
６
７
０
０

６
７
０
０
ｍ
、
ｍ
、
飛

行
場
標
識
維
持
工
約

行
場
標
識
維
持
工
約
１
７
１
７
０

工
事
概
要
＝
空
港
施
設

　
工
事
概
要
＝
空
港
施
設
巡

回
工
一
式
、
草
刈
工

回
工
一
式
、
草
刈
工
約
　
万
2323

４
０
０

４
０
０
０
釈
、
舗
装
面
清

、
舗
装
面
清
掃

大
阪
航
空
局

　
大
阪
航
空
局
は
　
日
、
一

日
、
一

1616

般
競
争
入
札
で
「
美
保
空

般
競
争
入
札
で
「
美
保
空
港

土
木
施
設
維
持
修
繕
工
事

土
木
施
設
維
持
修
繕
工
事
」

を
公
告
し
た
。
申
請
書
及

を
公
告
し
た
。
申
請
書
及
び

資
料
は

資
料
は
２
０
２
５

２
０
２
５
年
１
月
９

日
ま
で
受
け
付
け
る
。
総

日
ま
で
受
け
付
け
る
。
総
合

評
価
方
式
は
施
工
体
制
確

評
価
方
式
は
施
工
体
制
確
認

型
の
施
工
能
力
評
価
型
Ⅰ

型
の
施
工
能
力
評
価
型
Ⅰ
型

を
採
用
し
、
開
札
は

を
採
用
し
、
開
札
は
２
月
　1212

日
に
行
う
。
な
お
、
同
工

日
に
行
う
。
な
お
、
同
工
事

は
発
注
者
指
定
方
式
の
週

は
発
注
者
指
定
方
式
の
週
休

２
日
促
進
工
事
。
入
札
手

日
促
進
工
事
。
入
札
手
続

等
の
担
当
部
局
は
総
務
部

等
の
担
当
部
局
は
総
務
部
契

約
課
契
約
係

約
課
契
約
係
。

工
事
場
所
＝
鳥
取
県
境

　
工
事
場
所
＝
鳥
取
県
境
港

市
佐
斐
神
町
（
美
保
空
港

市
佐
斐
神
町
（
美
保
空
港
）

大阪航空局

申
請
書
は
1
月
9
日
ま
で

美
保
土
木
施
設
維
持
修
繕

山
口
が

山
口
が
４
万
３
４
５
３

３
４
５
３
ｔ

（
新
規

（
新
規
１
万
２
６
２
３

２
６
２
３
ｔ
、

再
生
再
生
３
万
８
３
０

８
３
０
ｔ
）
ｔ
）
で

　
・
９
％
増
。
新
規
合
材

％
増
。
新
規
合
材
に

1717つ
い
て
は
、
山
口

つ
い
て
は
、
山
口
の
　
・
０

8686

％

増

を

は

じ

め
、
鳥

％

増

を

は

じ

め
、
鳥

取

（
　
・
１

％

増
）
や

岡

％

増
）
や

岡

山

2020
（
　
・
７
％
増
）
で
も
プ

％
増
）
で
も
プ
ラ

1919
ス
に
転
じ
た

ス
に
転
じ
た
。

な
お
、

　
な
お
、
４
月
～
　
月
の
製

月
の
製

1111

造
数
量
（
累
計
）
は

造
数
量
（
累
計
）
は
１
３
１
３
１

万
２
２
７
９

２
２
７
９
ｔ
と
な
り
、

ｔ
と
な
り
、
前

年
同
期
比
で

年
同
期
比
で
５
・
９
％
の
％
の
マ

イ
ナ
ス
。
こ
の
う
ち
、
新

イ
ナ
ス
。
こ
の
う
ち
、
新
規

合
材
合
材
は
　
・
６
％
減
％
減
の
　
万

1616

2323

２
１
８
４

２
１
８
４
ｔ
、
再
生
合
材

ｔ
、
再
生
合
材
は

３
・
２
％
減
の

％
減
の
１
０
８

１
０
８
万
　9595

ｔ
と
な
っ
て
い
る

ｔ
と
な
っ
て
い
る
。

％
の
減
だ
っ
た

％
の
減
だ
っ
た
。

地
域
別
で
は
、
鳥
取
が

　
地
域
別
で
は
、
鳥
取
が
１

万
６
４
３
３

６
４
３
３
ｔ
（
新
規

ｔ
（
新
規
１
４

８
５
８
５
ｔ
、
再
生

ｔ
、
再
生
１
万
４
９
４
９
４

８
ｔ
）
ｔ
）
で
　
・
２
％
増
、

％
増
、
島

1212

根
が
根
が
２
万
７
４
０
１

７
４
０
１
ｔ
（
ｔ
（
新

規
７
２
７
５

７
２
７
５
ｔ
、
再
生

ｔ
、
再
生
２
万

１
２
６

１
２
６
ｔ
）
ｔ
）
で
　

・
１
％

2020

減
、
岡
山
が

減
、
岡
山
が
５
万
３
２
２

３
２
２
７

ｔ
（
新
規

ｔ
（
新
規
９
３
４
４

９
３
４
４
ｔ
、
ｔ
、
再

生
４
万
３
８
８
３

３
８
８
３
ｔ
）
ｔ
）
で

８
・
６
％
減
、
広
島
が

％
減
、
広
島
が
５
万

８
７
３
５

８
７
３
５
ｔ
（
新
規

ｔ
（
新
規
１
万
１

９
１
５

９
１
５
ｔ
、
再
生

ｔ
、
再
生
４
万
６
８

２
０
２
０
ｔ
）
で

ｔ
）
で
１
・
１
％
減
％
減
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
中

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
中
国

地
区
連
絡
協
議
会
は
、

地
区
連
絡
協
議
会
は
、
２
０

２
４
２
４
年
　
月
単
月
の
ア
ス

月
単
月
の
ア
ス
フ

1111

ァ
ル
ト
合
材
製
造
数
量
（

ァ
ル
ト
合
材
製
造
数
量
（
速

報
値
）
を
ま
と
め
た
。
中

報
値
）
を
ま
と
め
た
。
中
国

５
県
の
会
員
企
業
を
対
象

県
の
会
員
企
業
を
対
象
と

し
た
製
造
数
量

し
た
製
造
数
量
は
　
万
９
２
９
２

1919

４
９
４
９
ｔ
と
な
り
、
前
年
同

ｔ
と
な
り
、
前
年
同
月

比
で
比
で
２
・
１
％
の
マ
イ
ナ

％
の
マ
イ
ナ
ス

を
示
し
た

を
示
し
た
。

製
造
数
量
の
内
訳
を
み

　
製
造
数
量
の
内
訳
を
み
る

と
、
新
規
合
材
が

と
、
新
規
合
材
が
４
万
２
６

４
２
４
２
ｔ
で
ｔ
で
７
・
５
％
増
と

％
増
と
な

っ
た
も
の
の
、
再
生
合
材

っ
た
も
の
の
、
再
生
合
材
は

　
万
６
６
０
７

６
６
０
７
ｔ
で
ｔ
で
４
・
４

1515

㮇
月
は
㮇
万
ｔ
製
造

11

1199..19.999

中連協

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
数
量

１
５
０
０

１
５
０
０
万
円
以
上
の
機

万
円
以
上
の
機
械

器
具
設
置
工
事
の
元
請
実

器
具
設
置
工
事
の
元
請
実
績

が
あ
る
―
な

が
あ
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
一
方
地

　
工
事
場
所
＝
一
方
地
内

工
事
概
要
＝
一
方
ポ
ン

　
工
事
概
要
＝
一
方
ポ
ン
プ

室
・
配
水
池
機
械
設
備
（

室
・
配
水
池
機
械
設
備
（
新

設
）
、
送
水
ポ
ン
プ

設
）
、
送
水
ポ
ン
プ
φ
　
×
4040

７
・
　

弱
／
ｈ
／
ｈ
×
１
９
４

×
１
９
４
ｍ

0808

度
以
降
に
公
共
機
関
が
発

度
以
降
に
公
共
機
関
が
発
注

し
た
水
道
事
業
ま
た
は
水

し
た
水
道
事
業
ま
た
は
水
道

用
水
供
給
事
業
で
請
負
金

用
水
供
給
事
業
で
請
負
金
額

置
の
総
合
評
定
値
が

置
の
総
合
評
定
値
が
７
１
７
１
０

点
以
上
で
県
内
に
本
店
、

点
以
上
で
県
内
に
本
店
、
支

店
、
営
業
所
。

店
、
営
業
所
。
２
０
０
９

２
０
０
９
年

津
山
市
水
道
局

　
津
山
市
水
道
局
は
　
日
、
日
、

1616

制
限
付
一
般
競
争
入
札

制
限
付
一
般
競
争
入
札
の

「
一
方
ポ
ン
プ
室
・
配
水

「
一
方
ポ
ン
プ
室
・
配
水
池

機
械
設
備
更
新
工
事
」
を

機
械
設
備
更
新
工
事
」
を
公

告
し
た
。
参
加
表
明
を

告
し
た
。
参
加
表
明
を
１
月

　
日
ま
で
、
入
札
書

日
ま
で
、
入
札
書
を
　
日

1414

1515

か
ら
　
日
で
受
け
付
け

日
で
受
け
付
け
、　

1717

1717

日
に
開
札
を
行
う
。
問
い

日
に
開
札
を
行
う
。
問
い
合

わ
せ
は
、
業
務
課
庶
務

わ
せ
は
、
業
務
課
庶
務
係

（
電
話

（
電
話
０
８
６
８

０
８
６
８
―
３
２
３
２
―

２
１
０
４

２
１
０
４
）
ま
で

）
ま
で
。

参
加
資
格
＝
機
械
器
具

　
参
加
資
格
＝
機
械
器
具
設

津山市
水道局

参
加
表
明
1
月
㮇
日
ま
で

14

一
方
ポ
ン
プ
室
・
配
水
池
機
械
更
新

面
な
ど
も
評
価
ポ
イ
ン
ト

面
な
ど
も
評
価
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
な
る
。

早
朝
に
集
合
し
た
受
講

　
早
朝
に
集
合
し
た
受
講
者

ら
は
、
分
か
ら
な
い
部
分

ら
は
、
分
か
ら
な
い
部
分
を

時
折
補
佐
員
に
質
問
し
な

時
折
補
佐
員
に
質
問
し
な
が

ら
テ
キ
パ
キ
と
課
題
を
消

ら
テ
キ
パ
キ
と
課
題
を
消
化

し
、
時
間
配
分
な
ど
に
も

し
、
時
間
配
分
な
ど
に
も
気

を
配
り
な
が
ら
本
番
同
様

を
配
り
な
が
ら
本
番
同
様
の

緊
張
感
で
訓
練
。
当
日
午

緊
張
感
で
訓
練
。
当
日
午
後

に
控
え
た
本
試
験
に
向
け

に
控
え
た
本
試
験
に
向
け
、

技
術
向
上
に
励
ん
だ

技
術
向
上
に
励
ん
だ
。

ま
た
、
本
試
験
の
検
定

　
ま
た
、
本
試
験
の
検
定
員

は
木
原
支
部
長
（
ゼ
ン
ヤ
）

は
木
原
支
部
長
（
ゼ
ン
ヤ
）
、

井
上
良
一
監
査
（
井
上

井
上
良
一
監
査
（
井
上
塗

装
）
、
西
田
秀
人
氏
（
第
一

装
）
、
西
田
秀
人
氏
（
第
一
美

研
興
業
）
、
長
崎
浩
司
氏
（

研
興
業
）
、
長
崎
浩
司
氏
（
長

崎
塗
装
店
）
の

崎
塗
装
店
）
の
４
人
が
人
が
担

当
。
木
原
支
部
長
は
、
「

当
。
木
原
支
部
長
は
、
「
講

習
会
中
は
補
佐
員
に
質
問

習
会
中
は
補
佐
員
に
質
問
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
し

っ
か
り
聞
く
こ
と
が
大
事

っ
か
り
聞
く
こ
と
が
大
事
。

く
れ
ぐ
れ
も
怪
我
に
は
注

く
れ
ぐ
れ
も
怪
我
に
は
注
意

し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
全
員
合

し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
全
員
合
格

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
」
と

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
た

し
て
い
た
。

本
試
験
の
結
果
は
、
後

　
本
試
験
の
結
果
は
、
後
日

開
か
れ
る
学
科
試
験
結
果

開
か
れ
る
学
科
試
験
結
果
と

と
も
に
来
年

と
も
に
来
年
３
月
に
発
表

月
に
発
表
さ

れ
る
予
定
だ

れ
る
予
定
だ
。

希
釈
し
て
指
定
の
色
や
粘

希
釈
し
て
指
定
の
色
や
粘
度

に
合
わ
せ
る
「
塗
料
の

に
合
わ
せ
る
「
塗
料
の
調

合
」
、
鋼
板
に
塗
料
を
塗

合
」
、
鋼
板
に
塗
料
を
塗
る

「
塗
装
」
、
適
切
か
つ
均
一

「
塗
装
」
、
適
切
か
つ
均
一
に

塗
れ
て
い
る
か
を
審
査
す

塗
れ
て
い
る
か
を
審
査
す
る

「
膜
厚
の
測
定
」
の

「
膜
厚
の
測
定
」
の
４
工
程

に
分
け
ら
れ
、
仕
上
が
り

に
分
け
ら
れ
、
仕
上
が
り
の

美
し
さ
や
課
題
を
時
間
内

美
し
さ
や
課
題
を
時
間
内
に

終
え
ら
れ
た
か
だ
け
で

終
え
ら
れ
た
か
だ
け
で
な

く
、
道
具
の
使
い
方
、
安

く
、
道
具
の
使
い
方
、
安
全

講
習
会
は
、
試
験
を
主

　
講
習
会
は
、
試
験
を
主
催

す
る
広
島
県
職
業
能
力
開

す
る
広
島
県
職
業
能
力
開
発

協
会
の
委
託
を
受
け
て
毎

協
会
の
委
託
を
受
け
て
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の

実
施
し
て
い
る
も
の
。

鋼
橋
塗
装
の
技
能
検

　
鋼
橋
塗
装
の
技
能
検
定

は
、
古
い
塗
膜
を
サ
ン
ダ

は
、
古
い
塗
膜
を
サ
ン
ダ
ー

や
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
ワ
イ

や
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
ワ
イ
ヤ

ー
ブ
ラ
シ
な
ど
を
駆
使
し

ー
ブ
ラ
シ
な
ど
を
駆
使
し
て

素
地
調
整
す
る
「
ケ
レ
ン
」

素
地
調
整
す
る
「
ケ
レ
ン
」
、

硬
化
剤
を
混
ぜ
シ
ン
ナ
ー

硬
化
剤
を
混
ぜ
シ
ン
ナ
ー
で

日
本
塗
装
工
業
会
広
島

　
日
本
塗
装
工
業
会
広
島
県

支
部
（
木
原
全
弥
支
部
長

支
部
（
木
原
全
弥
支
部
長
）

は
　
日
、
日
、
２
０
２
４

２
０
２
４
年
度
年
度
後

1414
期
技
能
検
定
（
鋼
橋
塗
装

期
技
能
検
定
（
鋼
橋
塗
装
）

に
係
る
実
技
講
習
会
を
広

に
係
る
実
技
講
習
会
を
広
島

市
中
区
で
開
き
、
合
格
を

市
中
区
で
開
き
、
合
格
を
志

す
　
人
の
技
術
者
が
参
加

人
の
技
術
者
が
参
加
。

2424
日
塗
装
会
員
企
業
の
熟
練

日
塗
装
会
員
企
業
の
熟
練
工

で
構
成
す
る
補
佐

で
構
成
す
る
補
佐
員
　
人
の
人
の

1010

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
本

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
本
番

さ
な
が
ら
の
講
習
に
臨

さ
な
が
ら
の
講
習
に
臨
ん

だ
。

鋼橋塗装講習会に24人参加
補佐員の指導受け合格めざす

＝日塗装広島県支部＝

て
技
術
力
を
高
め
て
い
け

て
技
術
力
を
高
め
て
い
け
れ

ば
」
と
述
べ
た

ば
」
と
述
べ
た
。

特
別
講
演
の
「
橋
長

　
特
別
講
演
の
「
橋
長
２
１

５
・
６
ｍ
の
ｍ
の
９
径
間
コ
ン

径
間
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ゲ
ル
バ
ー
Ｔ
桁
橋

リ
ー
ト
ゲ
ル
バ
ー
Ｔ
桁
橋
の

補
強
設
計
」
で
は
、
池
永

補
強
設
計
」
で
は
、
池
永
氏

が
ゲ
ル
バ
ー
ヒ
ン
ジ
部
に

が
ゲ
ル
バ
ー
ヒ
ン
ジ
部
に
著

し
い
損
傷
が
確
認
さ
れ
た

し
い
損
傷
が
確
認
さ
れ
た
事

例
に
つ
い
て
、
使
用
状
態

例
に
つ
い
て
、
使
用
状
態
や

構
造
的
視
点
を
踏
ま
え
た

構
造
的
視
点
を
踏
ま
え
た
対

策
工
法
な
ど
を
図
解
を
交

策
工
法
な
ど
を
図
解
を
交
え

て
詳
し
く
解
説

て
詳
し
く
解
説
。

ま
た
、
後
半
で
は
岡
田

　
ま
た
、
後
半
で
は
岡
田
繁

之
副
会
長
（
橋
梁
調
査
会

之
副
会
長
（
橋
梁
調
査
会
）

が
今
年

が
今
年
９
月
に
開
か
れ

月
に
開
か
れ
た

「
第
「
第
４
回
中
国
地
整
と
中

回
中
国
地
整
と
中
国

５
県
診
断
士
会
と
の
意
見

県
診
断
士
会
と
の
意
見
交

換
会
」
の
内
容
に
つ
い
て

換
会
」
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
し
た
ほ
か
、
同
会
合
で

明
し
た
ほ
か
、
同
会
合
で
示

さ
れ
た
中
国
地
整
管
内
の

さ
れ
た
中
国
地
整
管
内
の
道

路
施
設
の
老
朽
化
状
況
に

路
施
設
の
老
朽
化
状
況
に
つ

い
て
も
配
布
資
料
を
も
と

い
て
も
配
布
資
料
を
も
と
に

情
報
共
有
し
た

情
報
共
有
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
終
了
後
に

　
こ
の
ほ
か
、
終
了
後
に
は

６
月
の
総
会
で
新
会
長
と

月
の
総
会
で
新
会
長
と
な

っ
た
竹
田
会
長
の
就
任
祝

っ
た
竹
田
会
長
の
就
任
祝
賀

会
も
催
さ
れ
た

会
も
催
さ
れ
た
。

術
者
の
深
刻
な
不
足
が
顕

術
者
の
深
刻
な
不
足
が
顕
在

化
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ

化
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

「
診
断
し
た
く
て
も
人
が

「
診
断
し
た
く
て
も
人
が
い

な
い
状
況
が
起
き
て
お
り

な
い
状
況
が
起
き
て
お
り
、

診
断
士
の
役
割
は
非
常
に

診
断
士
の
役
割
は
非
常
に
高

ま
っ
て
い
る
。
今
後
増
え

ま
っ
て
い
る
。
今
後
増
え
て

く
る
出
番
に
備
え
、
引
き

く
る
出
番
に
備
え
、
引
き
続

き
情
報
交
換
と
交
流
に
よ

き
情
報
交
換
と
交
流
に
よ
っ

補
強
設
計
」
な
ど
が
披
露

補
強
設
計
」
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
れ
た
。

定
例
会
は
、
会
員
の
技

　
定
例
会
は
、
会
員
の
技
術

向
上
や
親
睦
を
目
的
に
発

向
上
や
親
睦
を
目
的
に
発
足

以
来
隔
月
で
開
催
し
て
い

以
来
隔
月
で
開
催
し
て
い
る

も
の
。
冒
頭
で
あ
い
さ
つ

も
の
。
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
竹
田
会
長
は
、
市

立
っ
た
竹
田
会
長
は
、
市
町

を
中
心
に
橋
梁
維
持
管
理

を
中
心
に
橋
梁
維
持
管
理
技

広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
会
（
竹
田
宣
典
会
長

断
士
会
（
竹
田
宣
典
会
長
）

の
第
　
回
定
例
会

回
定
例
会
が
　
日
、
日
、

6161

1313

広
島
市
中
区
の
実
会
場
と

広
島
市
中
区
の
実
会
場
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

Ｅ
Ｂ
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
で
開
催
さ
れ
、

方
式
で
開
催
さ
れ
、
約
　
人
3030

が
参
加
。
荒
谷
建
設
コ
ン

が
参
加
。
荒
谷
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
池
永
健
人
氏

ル
タ
ン
ト
の
池
永
健
人
氏
に

よ
る
特
別
講
演
「
橋
長

よ
る
特
別
講
演
「
橋
長
２
１

５
・
６
ｍ
の
ｍ
の
９
径
間
コ
ン

径
間
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ゲ
ル
バ
ー
Ｔ
桁
橋

リ
ー
ト
ゲ
ル
バ
ー
Ｔ
桁
橋
の

ゲルバー橋の補修事例など共有
第61回定例会

広島県コンクリート診断士会

ト
と
手
遊
び
歌
を
披
露
し

ト
と
手
遊
び
歌
を
披
露
し
た

後
、
最
後
に
全
員
で
記
念

後
、
最
後
に
全
員
で
記
念
撮

影
し
た

影
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
は
、
地
域
貢
献
活
動

ン
ペ
は
、
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
先

一
環
と
し
て
、
先
月
　
日
に
日
に

2121

東
広
島
市
志
和
町
の
東
広

東
広
島
市
志
和
町
の
東
広
島

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
協
会
の
正

れ
た
も
の
で
、
協
会
の
正
・

賛
助
会
員
の
ほ
か
、
活
動

賛
助
会
員
の
ほ
か
、
活
動
の

趣
旨
に
賛
同
し
た
地
域
の

趣
旨
に
賛
同
し
た
地
域
の
愛

好
家
好
家
ら
　
人
が
参
加
し
、

人
が
参
加
し
、
和

6161

気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
楽

気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
楽
し

ん
だ
ん
だ
。

同
協
会
は
、
こ
れ
ま
で

　
同
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
も

西
日
本
豪
雨
災
害
の
復
興

西
日
本
豪
雨
災
害
の
復
興
支

援
を
目
的
と
し
た
チ
ャ
リ

援
を
目
的
と
し
た
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
２
０

１
８
１
８
年
か
ら

年
か
ら
３
年
連
続
で

年
連
続
で
開

催
し
、
あ
わ
せ
て

催
し
、
あ
わ
せ
て
４
０
０

４
０
０
万

円
余
り
を
寄
付
し
た
東
広

円
余
り
を
寄
付
し
た
東
広
島

市
か
市
か
ら
　
年
に
感
謝
状
が

年
に
感
謝
状
が
贈

2121

ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
に

ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
に
よ

る
中
止
後
の
昨
年
は
社
会

る
中
止
後
の
昨
年
は
社
会
福

祉
法
人
広
島
新
生
学
園
が

祉
法
人
広
島
新
生
学
園
が
運

営
す
る
児
童
養
護
施
設
「

営
す
る
児
童
養
護
施
設
「
広

島
新
生
学
園
」
に
フ
ッ
ト

島
新
生
学
園
」
に
フ
ッ
ト
サ

ル
用
の
ゴ
ー
ル

ル
用
の
ゴ
ー
ル
２
台
を
寄

台
を
寄
贈

し
た
し
た
。

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
思
い
は
年
々
会
員

う
し
た
思
い
は
年
々
会
員
に

浸
透
し
て
き
て
い
る
。
今

浸
透
し
て
き
て
い
る
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続

も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を
述

べ
、
目
録
を
山
田
理
事
長

べ
、
目
録
を
山
田
理
事
長
に

手
渡
し
、
木
村
理
事
が
園

手
渡
し
、
木
村
理
事
が
園
児

と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
用

と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
用
で

き
る
よ
う
に
設
置
し
た

き
る
よ
う
に
設
置
し
た
。

山
田
理
事
長
は
「
福
祉

　
山
田
理
事
長
は
「
福
祉
増

進
に
対
し
深
い
理
解
を
示

進
に
対
し
深
い
理
解
を
示
さ

れ
、
障
害
児
福
祉
支
援
事

れ
、
障
害
児
福
祉
支
援
事
業

に
有
益
な
遊
具
を
寄
贈
し

に
有
益
な
遊
具
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
」
と
謝
辞
を

い
た
だ
い
た
」
と
謝
辞
を
述

べ
、
感
謝
状
を
木
村
理
事

べ
、
感
謝
状
を
木
村
理
事
に

手
渡
し
、
園
児
が
プ
レ
ゼ

手
渡
し
、
園
児
が
プ
レ
ゼ
ン

同
施
設
で
の
贈
呈
式

　
同
施
設
で
の
贈
呈
式
に

は
、
上
垣
会
長
（
上
垣
組

は
、
上
垣
会
長
（
上
垣
組
社

長
）
と
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

長
）
と
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
実

行
委
員
長
を
務
め
た
木
村

行
委
員
長
を
務
め
た
木
村
遵

輝
理
事
（
三
輝
社
長
）
、
山

輝
理
事
（
三
輝
社
長
）
、
山
田

正
史
理
事
長
、
山
田
明
子

正
史
理
事
長
、
山
田
明
子
施

設
長
、
職
員
や
園
児
が
出

設
長
、
職
員
や
園
児
が
出
席

し
、
上
垣
会
長
か
ら
「
協

し
、
上
垣
会
長
か
ら
「
協
会

で
は
仕
事
だ
け
で
な
く
地

で
は
仕
事
だ
け
で
な
く
地
域

の
子
供
た
ち
の
教
育
や
健

の
子
供
た
ち
の
教
育
や
健
全

な
育
成
の
た
め
に
役
立
つ

な
育
成
の
た
め
に
役
立
つ
取

東
広
島
建
設
業
協
会
（

　
東
広
島
建
設
業
協
会
（
上

垣
健
会
長
）

垣
健
会
長
）
は
　
日
、
協
会

日
、
協
会

1111

主
催
の
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ

主
催
の
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
寄
せ
ら

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
で
、
東
広
島
市
黒

た
浄
財
で
、
東
広
島
市
黒
瀬

町
の
社
会
福
祉
法
人
太
陽

町
の
社
会
福
祉
法
人
太
陽
の

町
（
山
田
正
史
理
事
長
）

町
（
山
田
正
史
理
事
長
）
が

運
営
す
る
児
童
発
達
支
援

運
営
す
る
児
童
発
達
支
援
事

業
所
Ｃ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
Ｓ

業
所
Ｃ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
Ｓ
ｏ

ｌ
ｉ
ｓ
に
要
望
の
あ
っ
た

ｌ
ｉ
ｓ
に
要
望
の
あ
っ
た
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
を
寄
贈
し
た

ラ
ン
ポ
リ
ン
を
寄
贈
し
た
。

目録を手渡す上垣会長

園児と記念撮影

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
児
童

発
達
支
援
事
業
所
に
寄
贈

東広島建設業協会

望
。
広
国
は
「
出
張
所
単

望
。
広
国
は
「
出
張
所
単
位

で
の
点
在
型
積
算
適
用
に

で
の
点
在
型
積
算
適
用
に
つ

い
て
は
、
施
工
箇
所
が
連

い
て
は
、
施
工
箇
所
が
連
続

し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
適
用
の
対
象
に
な
っ

か
ら
適
用
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
」
な
ど
と
答
え
た

い
な
い
」
な
ど
と
答
え
た
。

ま
た
、
『
他
工
事
と
の

　
ま
た
、
『
他
工
事
と
の
調

査
・
施
工
指
示
内
容
の

査
・
施
工
指
示
内
容
の
重

複
』
に
つ
い
て
は
、
会
員

複
』
に
つ
い
て
は
、
会
員
受

注
工
事
で
今
年
度
起
こ
っ

注
工
事
で
今
年
度
起
こ
っ
た

事
例
を
紹
介
。
広
国
は
、

事
例
を
紹
介
。
広
国
は
、
区

画
線
や
施
設
工
事
な
ど
は

画
線
や
施
設
工
事
な
ど
は
主

た
る
工
種
ご
と
に
分
割
発

た
る
工
種
ご
と
に
分
割
発
注

し
て
い
る
た
め
、
工
事
区

し
て
い
る
た
め
、
工
事
区
域

が
重
な
る
実
情
が
あ
る
。

が
重
な
る
実
情
が
あ
る
。
広

い
施
工
範
囲
で
場
所
が
重

い
施
工
範
囲
で
場
所
が
重
な

っ
た
場
合
、
時
期
の
調
整

っ
た
場
合
、
時
期
の
調
整
や

ど
ち
ら
か
の
工
事
で
ま
と

ど
ち
ら
か
の
工
事
で
ま
と
め

て
実
施
し
た
方
が
効
率
的

て
実
施
し
た
方
が
効
率
的
な

場
合
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ

場
合
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
受
注
者

時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
受
注
者
と

の
調
整
後
に
一
方
に
集
約

の
調
整
後
に
一
方
に
集
約
す

る
こ
と
が
あ
る
と
し
た

る
こ
と
が
あ
る
と
し
た
上

で
、「
今
後
は
、
着
手
前
の

で
、「
今
後
は
、
着
手
前
の
施

工
計
画
の
打
合
せ
時
や
工

工
計
画
の
打
合
せ
時
や
工
程

調
整
会
議
な
ど
で
重
複
箇

調
整
会
議
な
ど
で
重
複
箇
所

に
つ
い
て
早
期
に
確
認
し

に
つ
い
て
早
期
に
確
認
し
、

不
要
作
業
が
発
生
し
な
い

不
要
作
業
が
発
生
し
な
い
よ

う
連
携
し
て
対
応
す
る
」

う
連
携
し
て
対
応
す
る
」
と

し
た
し
た
。

行
う
こ
と
で
、
工
期
延
長

行
う
こ
と
で
、
工
期
延
長
等

が
必
要
な
か
っ
た
事
例
や

が
必
要
な
か
っ
た
事
例
や
追

加
調
査
及
び
修
正
設
計
費

加
調
査
及
び
修
正
設
計
費
用

の
積
み
上
げ
対
応
を
発
注

の
積
み
上
げ
対
応
を
発
注
者

に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な

に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど

を
報
告
。
こ
れ
に
対
し
て

を
報
告
。
こ
れ
に
対
し
て
広

国
は
、
「
監
督
職
員
が
指

国
は
、
「
監
督
職
員
が
指
示

し
た
調
査
や
修
正
設
計
費

し
た
調
査
や
修
正
設
計
費
用

に
つ
い
て
は
、
見
積
も
り

に
つ
い
て
は
、
見
積
も
り
等

に
よ
る
計
上
が
可
能
な

に
よ
る
計
上
が
可
能
な
の

で
、
引
き
続
き
協
議
を
し

で
、
引
き
続
き
協
議
を
し
て

ほ
し
い
」
と
返
答

ほ
し
い
」
と
返
答
。

『
安
全
施
設
の
点
検
・

　
『
安
全
施
設
の
点
検
・
診

断
』
で
は
、
登
録
基
幹
技

断
』
で
は
、
登
録
基
幹
技
能

者
や
道
路
標
識
点
検
診
断

者
や
道
路
標
識
点
検
診
断
士

等
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

等
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
で
、
技
術
・
ノ
ウ
ハ

る
の
で
、
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
有
資
格
者
を
活
用

を
持
つ
有
資
格
者
を
活
用
し

て
ほ
し
い
と
要
請
。
広
国

て
ほ
し
い
と
要
請
。
広
国
は

「
点
検
や
診
断
の
業
務
に

「
点
検
や
診
断
の
業
務
に
お

い
て
は
、
受
注
者
が
建
設

い
て
は
、
受
注
者
が
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
登

録
を
し
て
い
る
こ
と
が
条

録
を
し
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
な
っ
て
い
る
」
と
応

と
な
っ
て
い
る
」
と
応
じ

た
。『

施
工
箇
所
点
在
型
積
算

　
『
施
工
箇
所
点
在
型
積
算
』

で
は
、
交
安
施
設
系
工
事

で
は
、
交
安
施
設
系
工
事
の

う
ち
広
範
囲
か
つ
複
数
出

う
ち
広
範
囲
か
つ
複
数
出
張

所
に
跨
る
案
件
に
つ
い
て

所
に
跨
る
案
件
に
つ
い
て
、

出
張
所
単
位
で
の
対
応
を

出
張
所
単
位
で
の
対
応
を
要

で
も
重
要
で
あ
り
、
必
要

で
も
重
要
で
あ
り
、
必
要
な

予
算
を
要
求
し
て
い
く
」

予
算
を
要
求
し
て
い
く
」
と

応
じ
た

応
じ
た
。

『
設
計
業
務
成
果
品
に

　
『
設
計
業
務
成
果
品
に
対

す
る
発
注
者
側
の
チ
ェ
ッ

す
る
発
注
者
側
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
』
で
は

』
で
は
、
当
初
設
計
の

当
初
設
計
の
見

直
し
に
時
間
を
費
や
し
た

直
し
に
時
間
を
費
や
し
た
こ

と
で
工
期
延
長
や
次
年
度

と
で
工
期
延
長
や
次
年
度
繰

越
と
な
る
工
事
が
増
え
て

越
と
な
る
工
事
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
触
れ
、
設
計
成

る
こ
と
に
触
れ
、
設
計
成
果

品
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
強

品
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化

を
求
め
た
。
広
国
は
、
「

を
求
め
た
。
広
国
は
、
「
さ

ら
な
る
設
計
精
度
の
向
上

ら
な
る
設
計
精
度
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
設
計
照
査

図
る
と
と
も
に
設
計
照
査
に

よ
り
判
明
し
た
課
題
等
に

よ
り
判
明
し
た
課
題
等
に
つ

い
て
は
受
注
者
の
求
め
に

い
て
は
受
注
者
の
求
め
に
応

じ
て
設
計
変
更
審
査
会
等

じ
て
設
計
変
更
審
査
会
等
に

よ
る
解
決
を
図
り
た
い
。

よ
る
解
決
を
図
り
た
い
。
ま

た
、
設
計
コ
ン
サ
ル
と
の

た
、
設
計
コ
ン
サ
ル
と
の
合

同
現
地
調
査
を
活
用
し
た

同
現
地
調
査
を
活
用
し
た
現

地
条
件
の
反
映
な
ど
に
取

地
条
件
の
反
映
な
ど
に
取
り

組
み
、
可
能
な
限
り
見
直

組
み
、
可
能
な
限
り
見
直
し

が
生
じ
な
い
よ
う
に
し

が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
の
考
え
を
示
し
た

い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
、
協
会
側
か
ら
当

　
ま
た
、
協
会
側
か
ら
当
初

設
計
照
査
時
に
設
計
変
更

設
計
照
査
時
に
設
計
変
更
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
つ

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
つ
い

て
、
コ
ン
サ
ル
側
で
修
正

て
、
コ
ン
サ
ル
側
で
修
正
す

る
の
で
は
な
く
、
協
会
所

る
の
で
は
な
く
、
協
会
所
属

の
専
門
的
な
設
計
技
術
者

の
専
門
的
な
設
計
技
術
者
が

安
全
事
業
関
係
の
対
策
や

安
全
事
業
関
係
の
対
策
や
局

地
的
な
対
応
な
ど
に
対
す

地
的
な
対
応
な
ど
に
対
す
る

日
頃
の
尽
力
に
感
謝
し
て

日
頃
の
尽
力
に
感
謝
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
宮
川
支
部
長

　
続
い
て
、
宮
川
支
部
長
は

「
業
界
と
発
注
者
が
一
体

「
業
界
と
発
注
者
が
一
体
と

な
っ
て
住
民
の
要
望
に
応

な
っ
て
住
民
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
が
で

ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
が
で
き

る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
う

る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
う
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
意

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
意
見

交
換
を
重
ね
る
度
に
業
界

交
換
を
重
ね
る
度
に
業
界
の

抱
え
る
問
題
が
解
決
し
て

抱
え
る
問
題
が
解
決
し
て
い

る
こ
と
に
感
謝
を
表
し
た

る
こ
と
に
感
謝
を
表
し
た
。

意
見
交
換
の
場
で
は
、

　
意
見
交
換
の
場
で
は
、
協

会
が
会
が
６
項
目
の
議
題
を

項
目
の
議
題
を
提

示
。
『
長
期
維
持
計
画
に

示
。
『
長
期
維
持
計
画
に
基

づ
く
交
通
安
全
予
算
の

づ
く
交
通
安
全
予
算
の
確

保
』
と
し
て
新
た
な
事
故

保
』
と
し
て
新
た
な
事
故
対

策
等
に
よ
り
既
設
標
識
・

策
等
に
よ
り
既
設
標
識
・
区

画
線
等
の
更
新
が
進
ん
で

画
線
等
の
更
新
が
進
ん
で
い

な
い
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ

な
い
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、

反
射
シ
ー
ト
の
劣
化
し
た

反
射
シ
ー
ト
の
劣
化
し
た
標

識
や
摩
耗
等
で
消
失
し
た

識
や
摩
耗
等
で
消
失
し
た
既

存
区
画
線
に
つ
い
て
、
更

存
区
画
線
に
つ
い
て
、
更
新

措
置
の
た
め

措
置
の
た
め
の
　
カ
年
計
画

カ
年
計
画

1010

な
ど
に
よ
る
長
期
的
な
予

な
ど
に
よ
る
長
期
的
な
予
算

確
保
を
要
望
。
こ
れ
に

確
保
を
要
望
。
こ
れ
に
対

し
、
広
国
は
、「
消
失
区
画

し
、
広
国
は
、「
消
失
区
画
線

や
劣
化
道
路
標
識
に
つ
い

や
劣
化
道
路
標
識
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
維
持
管
理
の

は
、
適
切
な
維
持
管
理
の
上

工
事
品
質
管
理
官
、
河
野

工
事
品
質
管
理
官
、
河
野
和

典
管
理
第
二
課
長
、
渡
辺

典
管
理
第
二
課
長
、
渡
辺
誠

交
通
対
策
課
長
ら

交
通
対
策
課
長
ら
７
人
が
人
が
顔

を
そ
ろ
え
た

を
そ
ろ
え
た
。

冒
頭
、
前
田
副
所
長

　
冒
頭
、
前
田
副
所
長
は

「
日
頃
の
業
務
を
進
め
る

「
日
頃
の
業
務
を
進
め
る
中

で
の
疑
問
等
に
つ
い
て
の

で
の
疑
問
等
に
つ
い
て
の
話

を
聞
き
な
が
ら
、
実
り
多

を
聞
き
な
が
ら
、
実
り
多
い

意
見
交
換
会
に
で
き
れ
ば

意
見
交
換
会
に
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
通

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

意
見
交
換
会
に
は
、
協

　
意
見
交
換
会
に
は
、
協
会

か
ら
宮
川
裕
正
支
部
長
、

か
ら
宮
川
裕
正
支
部
長
、
大

田
正
尚
広
島
県
協
会
長
、

田
正
尚
広
島
県
協
会
長
、
六

箱
義
則
副
会
長
、
黒
田
啓

箱
義
則
副
会
長
、
黒
田
啓
紀

理
事
ら

理
事
ら
９
人
が
出
席
。
広

人
が
出
席
。
広
島

国
道
事
務
所
か
ら
は
、
河

国
道
事
務
所
か
ら
は
、
河
井

知
久
副
所
長
（
改
築
担
当
）

知
久
副
所
長
（
改
築
担
当
）
、

前
田
孝
弘
副
所
長
（
管
理

前
田
孝
弘
副
所
長
（
管
理
担

当
）
を
は
じ
め
、
栗
原
高

当
）
を
は
じ
め
、
栗
原
高
己

全
国
道
路
標
識
・
標
示

　
全
国
道
路
標
識
・
標
示
業

協
会
中
国
支
部
広
島
県
協

協
会
中
国
支
部
広
島
県
協
会

と
中
国
地
方
整
備
局
広
島

と
中
国
地
方
整
備
局
広
島
国

道
事
務
所
と
の
意
見
交
換

道
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

が
　
日
、
広
島
市
南
区
の

日
、
広
島
市
南
区
の
同

1212
事
務
所
で
開
か
れ
た
。
会

事
務
所
で
開
か
れ
た
。
会
で

は
、
支
部
か
ら
あ
が
っ

は
、
支
部
か
ら
あ
が
っ
た

「
設
計
業
務
成
果
品
に
対

「
設
計
業
務
成
果
品
に
対
す

る
発
注
者
側
の
チ
ェ
ッ
ク

る
発
注
者
側
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
」
な
ど

制
」
な
ど
６
つ
の
要
望
事

つ
の
要
望
事
項

あいさつする前田副所長上梢と宮川支部長下梢

設
計
成
果
品
チ
ェ
ッ
ク
体
制
な
ど
要
望

全
標
協
広
島
県
協
が
広
国
と
意
見
交
換

う
費
（
交
通
安
全
施
設

う
費
（
交
通
安
全
施
設
整

備
、
道
路
災
害
防
除
、
単

備
、
道
路
災
害
防
除
、
単
独

道
路
改
良
、
舗
装
補
修

道
路
改
良
、
舗
装
補
修
ほ

か
）
か
）
９
、
４
３
１

４
３
１
、
２
３
２
３
２

▽
河
川
海
岸
費
（
急
傾
斜

河
川
海
岸
費
（
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
、
自
然
災
害

崩
壊
対
策
、
自
然
災
害
防

止
、
ダ
ム
建
設
実
施
調
査

止
、
ダ
ム
建
設
実
施
調
査
ほ

か
）
か
）
５
、
５
９
８

５
９
８
、
８
７
８
７
７

設
巡
回
工
、
草
刈
工
、
舗

設
巡
回
工
、
草
刈
工
、
舗
装

面
清
掃
工
、
排
水
溝
清

面
清
掃
工
、
排
水
溝
清
掃

工
、
飛
行
場
標
識
維
持
工

工
、
飛
行
場
標
識
維
持
工
、

植
栽
維
持
工
、
緊
急
補

植
栽
維
持
工
、
緊
急
補
修

工
、
除
雪
工
の
す
べ
て
の

工
、
除
雪
工
の
す
べ
て
の
工

種
を
含
む
経
常
的
維
持
修

種
を
含
む
経
常
的
維
持
修
繕

工
事
の
施
工
実
績
を
有
す

工
事
の
施
工
実
績
を
有
す
る

―
な
―
な
ど

▽
黒
瀬
（
ケ
―

　
▽
黒
瀬
（
ケ
―
５
ほ
か
ほ
か
）

治
山
（
東
広
島
市
）
＝
①

治
山
（
東
広
島
市
）
＝
①
治

山
②
　
③
渓
間
工

③
渓
間
工
１
基
、
基
、
山

1010

腹
工
腹
工
２
カ
所
（

カ
所
（
０
・
　

）
　
）

7474
haha

④
１
億
円
～

億
円
～
１
億
５
０
０

５
０
０
０

万
円
⑤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

万
円
⑤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
５

９
０
弱
、
鋼
製
枠

、
鋼
製
枠
約
　
ｔ
、
ｔ
、

2727

か
ご
枠
積
約

か
ご
枠
積
約
１
７
９

１
７
９
ｍ
、
ｍ
、
緑

化
盤
水
路
約

化
盤
水
路
約
１
４
０

１
４
０
ｍ
、
ｍ
、
木

▽
港
湾
費
（
海
岸
防
災
、

港
湾
費
（
海
岸
防
災
、
港

湾
既
存
施
設
有
効
活
用
促

湾
既
存
施
設
有
効
活
用
促
進

ほ
か
）

ほ
か
）
１
、
１
５
７

１
５
７
、
４
５

０
▽
都
市
計
画
費
（
単
独

▽
都
市
計
画
費
（
単
独
都

市
計
画
街
路
整
備
、
都
市

市
計
画
街
路
整
備
、
都
市
計

画
街
路
整
備
、
単
独
都
市

画
街
路
整
備
、
単
独
都
市
公

園
整
備
ほ
か
）

園
整
備
ほ
か
）
１
７
８

１
７
８
、
５

０
０

×
　
鯵
、
フ
ラ
イ
ホ
ー
ル

、
フ
ラ
イ
ホ
ー
ル
付

1111
２
台
、
外
ね
じ
式
電
動
仕

台
、
外
ね
じ
式
電
動
仕
切

弁
１
０
０

１
０
０
Ａ
、
Ｊ
Ｉ

Ａ
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
3030

Ｆ
１
台
、
一
方
ポ
ン
プ
室

台
、
一
方
ポ
ン
プ
室
・

配
水
池
機
械
設
備
（
撤
去

配
水
池
機
械
設
備
（
撤
去
）

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2626

1717

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
５
１
９
１

５
１
９
１
万

円

材
　
・
５
弱
、
植
生
ネ
ッ

、
植
生
ネ
ッ
ト

2525
約
６
０
０

６
０
０
０
釈

▽
黒
瀬
（
ケ
―

　
▽
黒
瀬
（
ケ
―
１
ほ
か
ほ
か
）

渓
間
（
東
広
島
市
）
＝
①

渓
間
（
東
広
島
市
）
＝
①
治

山
②
　
③
渓
間
工

③
渓
間
工
２
基
④
基
④
１

1010

億
円
～

億
円
～
１
億
５
０
０
０

５
０
０
０
万
円

⑤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

⑤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
１
３
１
３
５

０
弱▽

土
山
渓
間
（
東
広
島
市

　
▽
土
山
渓
間
（
東
広
島
市
）

＝
①
治
山
②

＝
①
治
山
②
８
③
渓
間
工

③
渓
間
工
２

基
④
基
④
４
０
０
０

４
０
０
０
万
円
～

万
円
～
１
億

円
⑤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約

円
⑤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
３
２

０
弱

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（2）（第三種郵便物認可） 2024年（令和6年）12月17日（火曜日）


